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工事着手前に現況状況を把握し写真添付等書面にて提出し、施工に於いて

新たに発生した損傷等は速やかに請負者負担にて修繕とする。

全確保に留意すること。

工事車両以外の道路利用者の安全を確保するために誘導員等を配置し安

・解体内部、設備等毎

　　１.　工事概要

特 記 仕 様 書

1.工事名称

本工事において、下請契約を締結する場合には、当該契約の相手方を高山市内

高山市入札参加者資格停止の措置がされていないこと。

に本店（建設業法（昭和24年法律第100号）に規定する主たる営業所を含む。）

を有する者の中から選定するよう努めること。下請け業者の選定にあたっては

本工事において、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の

相手方は、高山市内に本店を有するものの中から選定するよう努めるととも

に、調達する工事材料は高山市内での生産品（高山市内での生産のないもの
にあっては、岐阜県産）を選定するよう努めること。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する

項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目について、工事完了時ま

でに所定の様式により提出することができる。

提出

（1.2. 3） 工事中、完成時ともカラー写真とする。

撮影対象等は「工事写真の撮り方　改訂第2版　建築編」による他、次の箇所

とする。

分類 提出部数

着工前 1部

完成時

　　工事着手前協議を行うこと。

1　本工事の受注者は、契約後1～2週間以内に設計書内容等について監督員と

2　協議に当たっては、別に定める「施工打ち合わせ記録簿」に協議事項を

　　受注者側が事前に監督員と連絡をとり設定しておくこと。

　　現場代理人及び主任技術者が出席するものとする。

　　記入し、打ち合わせに持参すること。なお、協議日の設定については、

協議

1　ﾃﾞｨ ｰｾ ﾞﾙ ｴﾝ ｼ ﾞﾝを動力とする車両にはＪＩＳ規格の軽油を使用すること。

2　ﾃﾞｨ ｰｾ ﾞ ﾙｴ ﾝｼ ﾞﾝを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力すること。

　　現場代理人（主任技術者）が受け取ること。

4　協議時、「施工打ち合わせ記録簿」の回答（その他）欄は監督員が記入し、

対策等の責任者

適用する

（1.3. 2）

技術者

（1.3. 3）

（1.2 . 2）

2）建築物の解体工事の施工計画書の作成にあたっては、事故防止を図るため

関係する法令、指針等を遵守する。

確保及び環境保全

（1.3. 6）

1）「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成9年建設省告示

　　第1537号）に基づき、指定された建設機械を使用する。
2）「建設機械に関する技術指針（平成3年建設省通知第247号）」に基づき、

　　指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

3）作業に必要な酸素、アセチレン及び軽油等の危険物は所定の位置に施錠の

　　上保管、若しくは現場外に搬出する等管理を徹底すること。

4）作業開始前に当日の工事打ち合わせを実施し、公害及び第三者に対する事

　　故防止に努めること。

　　労働災害及びその他の事故発生等を防止するための注意と、常時の点検

　　を作業員に徹底させること。

6）道路を汚さないよう、毎日清掃する。

7）保安上必要な施設等は、労働安全規定に基づき設置する。

2.工事場所

3.規模、構造

6.実施状況の

7.工事着手前

10.建設副産物

11.電気保安

12.施工計画書

13.施工中の安全

3　協議に当たって、発注者側は監督員及び係長又は課長、受注者側は

　　最後に確認を行い監督員・係長又は課長の確認印を押印し、写しを

5）

（1.3. 10）

1）「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」以下「建設リサイクル

　　法」、「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理要綱」、「再資源の利用

　　の促進に関する法律」その他関係法令に従い、適切に処理し係員に報告

　　する。

14.発生材の処理

適用しない

撮影箇所

・敷地全景

・建築物全景　

1部工事中

　看板等）

・仮設物（仮囲い、内部足場、工事

・公害対策状況・解体機械、発生材

　運搬車両

・発生材処分先及び搬入写真

・その他監督員が必要と認め、指示

　した箇所

・各施工状況（工程毎）

・隣接建物の現状

・整地、仕上げ状況

1）工程表・施工計画書（総合、仮設、解体）は、工事契約締結後速やかに監

　　督員に提出し、承諾を得ること。

（1.3. 11）

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するとともに、

事故発生報告書を速やかに監督員に提出すること。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は、損傷した場合は、構造、仕上

への届出手続等

1）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要

　　報告する。

　　な届出手続等を遅滞なく行う。

2）届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあらかじめ監督職員に

3）関係法令等に基づく官公署その他関係機関の検査においては、その検査に

　　必要な資機材及び労務等を提供する。

　　そのため工程を事前協議し、調整すること。

16.事前調査

18.養生その他

19.官公庁その他

20.別途工事との

15.近隣との折衝

3）建設廃棄物マニュフェストE票の写しを提出する。

2）特に発生材のうち、再資源の利用が可能な物（コンクリート、アスファル

　　ト、木材、鋼材等）に関しては、分別を行い、所定の再資源化施設等に搬

　　入する。

共在来にならい補修する。

2部

5.使用資材

17.事故報告

解体、整備工事にあたり、複数の別途工事が同時期に行われる

　　２.　一般共通事項

1.適用範囲 1）この特記仕様書、図面及び現場説明書（現場説明に対する質疑回答書を含

[以下｢標仕」という]、

む）に記載されていない事項は、すべて

建築工事改修工事標準仕様書（最新版）[以下「改標仕」という]

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書（最新版）

及び建築工事標準図（最新版）[以下「標準図」という]

2.一般事項 1）工事にあたっては、近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。

3）工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督員に報告の上、指

　　示に従い適正な処理を行うこと。

4）工事に伴う官公庁への届け出等の手続き（その費用を含む。）及び工事用

　　電気・水道等の使用に係る費用は、請負者の負担とする。

5）工事による発生材は、産業廃棄物処理法及び建設リサイクル法等の関係諸

　　法令を遵守し、監督員の承諾を得て適正に処分すること。

6）請負者は、監督員と随時打ち合わせを行い、工程の確認・調整及び工事の

　　円滑な進捗を図ること。

　　講じること。

2）工事にあたっては、構造物の状況や工事現場周辺の環境状況を検討した上

　　で、騒音規制法、振動規制法等の関係諸法令を遵守し、必要な措置を

作成、登録

適正処理 産業廃棄物関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃

棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理さ

れていることを確認しなければならない。

4.産業廃棄物の

3.工事実績ﾃﾞｰ ﾀ

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては監督職員の指示に従い、

2）設計図書間に相違がある場合の優先順位は下記による。

(2)現場説明書

(1)質問回答書

(5)図面

(3)特記仕様書

(4)標準特記仕様書（添付された場合に限る）

(7)改標仕

(8)標仕

(6)既設参考図

請負金額500万円以上の場合は、工事実績情報サービス（CORINS)に契約後

１０日以内に登録すること

「建設副産物適正処理推進要綱」、その他関係法令による。

「建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）」、

「建築工事安全施工技術指針」、

「建築物解体工事共通仕様書・同解説（最新版)」、

請負者は、必要に応じて付近の地盤沈下の状況、近隣建物の状況を調査・記

録・写真撮影し事後に備えること。さらに、工事の施工により、近隣施設等

に損傷を与えた場合には、現状に復旧すること。

・分別解体の経過状況（作業順）

調整

8）敷地からの出入りの工事車両の通行は歩行者並びに通行車両優先の為、

は週間の作業内容を掲示板等により知らせること。

工事着手前に近隣住民や近隣施設等へ工事内容を周知するとともに、着手後

竣工年　昭和63年

管理棟 木造平屋建て 延べ床面積16.4㎡

敷地内埋め戻し整地

処理施設　処理槽（オキシデーションディッチ方式） 
RC造等 延面積 251.4㎡
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岐阜県高山市奥飛騨温泉郷福地地内

旧福地浄化センター施設本体及び付帯構造物

の利用

よる他、工事着手前協議時に監督員と協議の上、決定するものとする。

運用に当たっては、「電子メールを活用した情報共有における運用指針」に

本工事の施工中における受発注者間の情報共有は電子メールを利用すること。

車両の適正燃料

の使用

8.電子メール

9.ﾃ ﾞｨ ｰｾﾞ ﾙｴ ﾝｼ ﾞﾝ



4）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有内容

レベル3

　　 合成有機繊維､ﾀﾙｸ､ｳｫﾗｽﾄﾅｲﾄ、ﾈﾏﾗｲﾄ(繊維状ﾌﾞﾙｰｻｲﾄ)､石こう､ｾﾋﾟｵﾗｲﾄなどがある。

注4）『石綿以外で確認された繊維』の例としては、人造鉱物(ﾛｯｸｳｰﾙ､ｸﾞﾗｽｳｰﾙなど)､ｾﾙﾛｰｽ､

注3）推定石綿質量分率の報告区分”検出”は、分析中に繊維が1本または2本だけ検出されたことを示す。

　　 Chr：ｸﾘｿﾀｲﾙ Amo：ｱﾓｻｲﾄ Cro：ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ Tre/Act：ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ Ant：ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

注2）推定石綿質量分率の報告区分については、JIS A 1481-1を参照のこと。

注1）石綿の種類の項には、次の記号で記載している。

管理棟　腰壁　フレキ＋ＦＰ（みなし）

なお、埋戻し及び盛土は，各層 300mm 程度ごとに締め固める。

購入土（良質土）とする。また，余盛は土質に応じて行う。

工事名

図　名

縮　尺 番 号 枚の内 号

高 山 市

年 月 日

設　計
　　野 中 隆 平会社

有限 一級建築士195187 
野中建築設計事務所

設 計

特記仕様書2

ること。

・労働安全衛生法に基づく石綿障害予防規則、及び大気汚染防止法に基づく

　石綿含有の事前調査結果の報告手続き（申請）を行うこと。
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分析ﾏﾆｭｱﾙ第3章､JIS A 1481-1に基づく偏光顕微鏡法による定性分析方法分析方法

・利用できない

・利用できない構内既存の施設

構内既存の施設

　　４.　仮設工事

工事用水

工事用電力

2.

1.

　　５.　土工事

埋戻し1.

既設照明器具の蛍光灯等灯具は全て一般廃棄物として本工事着手前に別途発注

処分済とする。但し、安定器については撤去時にＰＣＢの有無を確認し有と判

※照明器具

断された場合は容器等に封入して高山市役所に引渡すこと。

手摺先行型　幅600

　　６.　その他

1.休日

詳細は、「高山市発注の建設工事に係る週休2日制工事実施要領」に従う。

本工事は、完全週休2日制を原則とした。完全週休2日制（土日）工事
（現場閉所）とする。

2.フレックス
　　　　工期

2 受注者は、フレックス工期を活用する場合は次のとおり実施するものとする。
1)落札決定の通知後、契約締結日までの間で速やかに工事開始日を通知するも
  のとする。

3)契約日から工事開始日の前日までの現場管理は、発注者の責任において行う
  こととし、受注者は資材の搬入や仮設物の設置等の行為をしてはならない。

4)受注時の「工事実績コリンズ登録」は、工事開始日後に監督員の確認を受け、
  工事開始日から、土曜日、日曜日、祝日等 を除き１０日以内に登録機関に登
  録申請しなければならない。
 なお、登録する技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとし、フ
 レックス期間は含まないものとする。

1 本工事はフレックス工期による契約方式の試行工事であり、受注者は契約日
　から工事開始期限日までの期間で、任意の日を工事開始日とすることができ
　る。この場合、契約日から工事開始日の前日までの期間は、主任技術者又は
　監理技術者、特例監理技術者、監理技術者補佐及び現場代理人を配置するこ
  とを要しないものとする。

2)積算にあたっては、契約日を起算日とした工期日数分を工事期間としており、
  受注者が施工時期を選択することにより生じる経費については、受注者の負
  担とする。

5)「現場代理人・技術者届」は経歴書を添付して工事開始後、速やかに提出し
  なければならない。

6)契約締結後に工事開始日を変更する必要が生じた場合には、速やかに発注者
  及び受注者で協議のうえ、工事開始日通知の変更を提出し、変更契約を締結
  すること。

7)低入札価格調査等により、入札執行通知又は入札公告に記載の工事開始期限
  日以降に契約締結となった場合には、契約結日を工事の始期とし、工事の終
  期は工事開始期限日から工期日数を確保した日とする。

工事にあたり建設工事保険又は相当する保険に加入し、加入を証する書面の

検査引渡しまでの期間を満足すること。

写しを工事着手後14日以内に提出すること。加入期間は工事着手より、完成

その他高山市ホームページ上に示された書類とし、監督員協議によりその一部
を省略することができる。

工事

当該工事が高山市重点監督対象工事になった場合は、その取扱いによるものと

する。

21.建設工事保険

22.提出書類

23.重点監督対象

完成図、製本　２部（Ａ２版）

1.事前措置

（3.2 . 1）

　　３.　解体施工

2.解体方法

（3.3 . 1）

（3.4 . 1）

（3.5 . 1）

（3.6 . 1）
（3.6 . 2）

（3.7 .1）

（3.7 .2）

（3.8 .1）

（3.8 .2）

（3.9 .1）

（3.10 .1）

1）建築物等の解体に先立ち、各種設備の供給が停止していることを確認する。

　　破片や粉塵の飛散防止に努めること。

2）解体施工は、低振動・低騒音型の機械器具等の選定に心がけ、解体材等の

3）ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事にあたっては細心の注意を払い建物外への粉じんの飛散が

ないよう厳重に注意するとともに、作業員にマスク、保護メガネ等を着用させ

5）アスベスト調査結果

分析結果　令和６年１２月　２日

採取場所　管理棟床、水処理施設（内壁塗布材、ＦＦＵ蓋）

結果　　　石綿含有検査結果　不検出

6）石綿事前調査結果報告

24.防音ｼｰﾄ

2 5.仮囲い

継手、クランプ、捨パイプ共

支柱単管（φ48.6）＠1.8ｍ　控１本おき

防音シート張り　H=2.0ｍ

26.ｹ ﾞｰ ﾄ ｸ ﾛｽ ｹ ﾞｰ ﾄ( ｷ ｬｽ ﾀｰ ｹ ﾞｰ ﾄ)　Ｗ＝6.0ｍ×Ｈ＝1.8ｍ　3か所

簡素化について に基づいて実施すること。

実施にあたっては「工事書類簡素化要領」（技191号平成22年6月30日改正）

ﾚﾍﾞﾙ3 ｱｽ ﾍﾞｽﾄ含有建材撤去時は、施工前に内外部開口部ﾋﾞﾆ ｰﾙ ｼｰﾄ等により

養生及び湿潤化を行うこと。

くさび緊結足場　従来型

27.敷き鉄板

28.足場等

29. PCB調査

30.養生

31.工事書類の

T22　2ｍ×6ｍ

　　　　　　　　　　Ｗ＝3.0ｍ×Ｈ＝1.8ｍ　1か所

採取日　　令和６年１０月３０日

建物１面
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